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水道料金（一箇月当たり）

メーター口径 基本水量 基本料金 従量料金

13mm 8㎥まで 1,512 円 　１箇月の使用水量
が、メーター口径
13mmから 25mmの
基本水量を超える場
合は、その超える１
立方メートルごとに
241.5円とする。メー
ター口径 40mm以上
の場合は、210 円と
する。
　ただし、5,000 立
方メートルを超える
場合は、その超える
１立方メートルごと
に 189 円とする。さ
らに、20,000 立方メ
ートルを超える場合
は、その超える１立
方メートルごとに
178.5 円とする。

20mm 8㎥まで 1,512 円

25mm 8㎥まで 1,512 円

40mm 20 ㎥まで 4,200 円

50mm 20 ㎥まで 4,200 円

75mm 20 ㎥まで 4,200 円

100mm 20 ㎥まで 4,200 円

125mm 20 ㎥まで 4,200 円

150mm 20 ㎥まで 4,200 円

臨時給水 １立方メートルにつき 525 円（従量料金）

　

平
成
25
年
第
４
回
平
生
町
議
会
定
例
会

が
、
６
月
18
日
か
ら
25
日
ま
で
の
８
日
間

の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
１
件
で
す
。

議
案
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
町
政

の
諸
課
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

定 例 会

　

簡
易
水
道
の
統
合
は
、
佐
賀
簡
易
水
道
・
尾
国
簡
易
水
道

及
び
佐
合
島
飲
料
水
供
給
施
設
が
田
布
施
・
平
生
水
道
企
業

団
へ
の
統
合
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
町
に
は
蔭
平
・
日
向
平
飲
料
水
供
給
施
設
が
あ

り
ま
す
。
同
施
設
に
つ
い
て
も
、
平
成
27
年
６
月
の
統
合
に

向
け
、
関
係
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
改
正
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
田
布
施
・
平
生
水
道

企
業
団
の
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
蔭
平
・
日
向

平
飲
料
水
供
給
施
設
の
水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
同
一

地
域
、
同
一
料
金
と
す
る
た
め
に
同
水
道
企
業
団
の
水
道
料

金
と
同
額
と
す
る
も
の
で
す
。

簡易水道事業の統合簡易水道事業の統合

　

平
成
25
年
３
月
29
日
に

第
２
回
平
生
町
議
会
臨
時

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
１
件
、
平
生
中

学
校
普
通
教
室
棟
耐
震
補

強
事
業
の
監
理
業
務
費
に

係
る
も
の
で
す
。

　

補
正
額
は
１
９
４
万
円

の
追
加
で
し
た
。

　

平
成
25
年
６
月
３
日
に

第
３
回
平
生
町
議
会
臨
時

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
補
正
１
件
、
承

認
２
件
、報
告
２
件
で
す
。

補
正
は
山
口
県
瀬
戸
内
海

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
の
補
欠
選
挙
に
係
る
も

の
で
す
。

　

補
正
額
は
８
８
万
１
０

０
０
円
の
追
加
で
し
た
。

　

承
認
２
件
は
平
生
町
税

賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
事
項
と
平
生
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
事
項
で
す
。

　

２
件
と
も
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

報
告
２
件
は
平
成
24
年

度
平
生
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
額
、
平
成
24

年
度
平
生
町
土
地
開
発
公

社
の
経
営
状
況
で
す
。

第２回・第３回 臨時会
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一部事務組合

田布施・平生水道企業団（3）柳井　靖雄　　久保　俊一　　中川　裕之

熊 南 総 合 事 務 組 合（3）細田留美子　　河藤　泰明　　松本　武士

周 東 環 境 衛 生 組 合（2）河内山宏充　　渕上　正博

柳井地区広域消防組合（1）中川　裕之

柳井地域広域水道企業団（1）河内山宏充

監査委員（1） 平岡　正一

農業委員（2） 岩本ひろ子　　村中　仁司

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

産
業
文
教
常
任
委
員
会
　

常
任
委
員
会
は
、
行
政

の
事
務
に
関
し
て
調
査
す

る
権
限
を
持
っ
て
お
り
、

委
員
会
の
活
性
化
と
機
能

の
充
実
を
は
か
る
為
に
項

目
を
決
め
て
、
積
極
的
に

閉
会
中
の
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
陳
情
等
を
審
査

し
て
い
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、

会
期
・
議
事
日
程
・
会
期

の
延
長
・
休
会
・
特
別
委

員
会
の
設
置
・
改
廃
・
議

会
関
係
の
条
例
・
規
則
の

制
定
な
ど
、
議
決
を
必
要

と
す
る
案
件
の
取
り
扱
い

を
協
議
し
、
議
長
の
諮
問

に
答
え
る
な
ど
議
会
の
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

に
お
け
る
閉
会
中
の
調
査

案
件
は
、
地
域
振
興
・
防

災
対
策
・
行
財
政
改
革
・

税
の
徴
収
対
策
・
地
域
福

祉
・
環
境
問
題
・
国
民
健

康
保
険
の
７
項
目
で
す
。

　

産
業
文
教
常
任
委
員
会

に
お
け
る
閉
会
中
の
調
査

案
件
は
、
観
光
振
興
・
公

共
施
設
の
維
持
管
理
・
学

力
の
向
上
・
学
校
施
設
に

お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
・
公
民
館
活
動
の
充

実
・
産
業
振
興
の
６
項
目

で
す
。

委員会報告

中
川　

裕
之

副
委
員
長

　

平
岡　

正
一

細
田
留
美
子

委
員
長

　

村
中　

仁
司

福
田　

洋
明

渕
上　

正
博

久
保　

俊
一

副
委
員
長

　

渕
上　

正
博

柳
井　

靖
雄

委
員
長

　

河
藤　

泰
明

細
田
留
美
子

村
中　

仁
司

松
本　

武
士

副
委
員
長

　

柳
井　

靖
雄

岩
本
ひ
ろ
子

委
員
長

　

久
保　

俊
一

河
内
山
宏
充

河
藤　

泰
明
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一
麻
里
府
塩
浜
地
場
沖
ノ
手
弐
三

　

筋
も
割
れ
、
猶
平
生
横
浜
地
場

所
々
水
吹
き
出
し　
台
坪
等
も
痛
み

河藤泰明　議員

い っ ぱ ん 質 問

が聞きたいが聞きたいここ

９
諸
書
６
１
７
大
地
震
報
告
書
よ
り

フェイスブック平生ファン倶楽部の表紙

質
　

当
時
、
先
進
的
な
取
り

組
み
も
時
代
の
急
速
な
変

化
に
対
応
で
き
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　

今
こ
そ
「
平
生
フ
ァ
ン

倶
楽
部
」
が
本
気
を
出
す

時
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ま

で
築
い
て
き
た
会
員
さ
ん

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、
都
市
部
で
の
交
流

会
の
開
催
や
、
情
報
交
換

の
仕
組
み
な
ど
、
更
な
る

整
備
は
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
町
長
の
人
生
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
平
生

フ
ァ
ン
倶
楽
部
を
活
用
し

雇
用
の
場
を
作
れ
な
い

か
。

答　
町
長

　

平
成
12
年
に
、
本
町
出

身
者
、
町
外
の
ゆ
か
り
の

あ
る
方
々
が
情
報
交
換
し

な
が
ら
輪
を
広
げ
て
い
こ

う
と
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
。

広
報
や
県
の
広
報
紙
や
特

産
品
情
報
を
送
付
し
た
り
、

去
年
か
ら
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
も
開
設
し
て
い
る
。

　

も
う
一
度
、
再
構
築
を

し
、
活
性
化
を
図
っ
て
、

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

強
化
し
て
い
く
方
向
で
再

挑
戦
を
す
る
時
期
で
あ
る
。

あ
ら
た
め
て
十
分
検
討
し

て
い
く
。

質
　

地
域
防
災
計
画
見
直
し

の
基
準
と
進
捗
状
況
は
。

　

県
の
文も

ん

じ

ょ

か

ん

書
館
に
あ
る
古

文
書
に
平
生
村
の
液
状
化

現
象
と
、
室
積
村
の
津
波

の
記
述
が
あ
る
。
歴
史
的

な
事
実
か
ら
も
、
計
画
を

修
正
し
て
は
ど
う
か
。

　

災
害
時
の
給
水
活
動
確

保
の
た
め
の
支
援
体
制
を

盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
も
、
住
民
の
取

る
べ
き
行
動
を
わ
か
り
や

す
く
明
確
に
記
述
し
て
は

ど
う
か
。

答　
町
長

　

国
に
準
じ
て
県
が
作
成

し
た
も
の
と
整
合
性
を
は

か
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　

地
理
的
条
件
、
歴
史
的

事
実
に
基
づ
い
て
資
料
も

参
考
に
作
業
し
た
い
。

　

水
道
企
業
団
・
広
域
水

道
等
と
の
連
携
に
よ
っ
て

水
を
確
保
し
た
い
。
町
と

し
て
の
考
え
方
を
示
し
て

い
き
た
い
。

　

住
民
の
自
助
努
力
を

し
っ
か
り
補
完
す
る
よ
う
、

行
政
と
し
て
で
き
る
だ
け

の
対
応
を
し
て
い
く
。

質　役に立つ防災計画を !!

　答　様々な要件を取り込んで進めたい

質　平生ファン倶楽部の再整備を

　答　十分検討していく

いっぱん質問
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震災の被害状況

質
　

福
島
原
発
事
故
か
ら
２

年
が
過
ぎ
た
が
、
事
故
の

収
束
は
み
え
な
い
。

　

こ
の
現
実
を
目
の
当
た

り
に
し
て
も
中
国
電
力

は
、
上
関
原
発
を
建
設
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
国
民
の
大
多
数

は
原
発
に
頼
ら
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
求
め
て
い
る
。

　

光
市
長
は
、
原
発
交
付

金
は
受
け
取
ら
な
い
と
表

明
し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
も
原
発

交
付
金
に
頼
ら
な
い
、
町

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。
考
え
方
を
聞
く
。

答　
町
長

　

福
島
の
発
電
所
の
状
況

は
ご
指
摘
の
と
お
り
だ
。

　

上
関
原
子
力
発
電
所
計

画
は
先
行
き
不
透
明
な
状

況
で
あ
る
と
受
け
と
め
る
。

　

交
付
金
を
め
ぐ
る
動
き

は
全
く
な
い
。

　

町
政
を
運
営
す
る
立
場

か
ら
、
交
付
の
目
途
が
立

た
な
い
も
の
を
あ
て
に
し

て
、
運
営
し
て
い
く
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。

　

現
実
を
踏
ま
え
て
対
応

し
て
い
く
。

質
　

建
物
火
災
は
、
消
火
が

少
し
で
も
遅
れ
れ
ば
、
全

て
が
灰
に
な
る
。

　

町
民
の
財
産
を
守
る
た

め
に
は
、
初
期
消
火
が
大

事
で
あ
る
。

　

そ
の
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
町
内
に
張
り
め
ぐ
ら

さ
れ
た
水
道
施
設
、
消
火

栓
の
活
用
も
一
つ
の
方
法

で
あ
る
。

　

も
う
一
点
、
町
内
の
⅓

を
占
め
る
50
ミ
リ
以
下
の

配
水
管
の
防
火
対
策
は
。

答　
町
長

　

し
っ
か
り
活
用
で
き
、

生
か
さ
れ
る
水
利
を
考
え

て
い
き
た
い
。

　

各
々
の
地
域
の
状
況
を

踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
く
。

答　
総
務
課
長

　

現
在
１
０
８
ヵ
所
の
防

災
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
。

　

消
火
栓
も
含
め
年
次
的

に
整
備
し
て
い
る
。

　

消
防
水
利
は
、
河
川
、

堀
、
池
、
海
等
も
含
め
、

そ
の
地
域
に
あ
っ
た
取
り

組
み
を
し
て
い
く
。

いっぱん質問

質　原発交付金に頼らない町づくりを

　答　現実を踏まえて対応する

質　町民財産の確保を

　答　年次的に整備している

渕上正博　議員

老朽化した防火水槽
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岩本ひろ子　議員

2012 年山口県内市町別観光客数（単位：人、％）

区　分 観光客数計 増　減 前年比
下関市 6,624,355 676,988 111.4
山口市 4,283,248 △ 842 100.0
岩国市 3,342,953 365,925 112.3
萩市 2,334,062 54,266 102.4
防府市 1,837,821 149,401 108.8
美祢市 1,396,546 △ 8,689 99.4
周南市 1,248,863 164,551 115.2
長門市 1,187,670 △ 28,325 97.7

周防大島町 936,972 △ 2,523 99.7
光市 920,650 48,920 105.6

山陽小野田市 909,370 74,394 108.9
柳井市 753,378 17,258 102.3
宇部市 738,614 90,200 113.9
下松市 718,653 756 100.1
田布施町 364,513 36,799 111.2
和木町 203,283 14,038 107.4
阿武町 198,235 6,014 103.1
上関町 157,528 84,745 216.4
平生町 50,360 5,878 113.2

山口国体・山口大会 0 △ 567,673 皆減
総計 28,207,074 1,182,081 104.4

※△はマイナス

質
　

町
の
平
成
25
年
度
の
予

算
組
み
で
は
財
政
健
全
化

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

が
経
費
削
減
・
借
入
金

返
済
だ
け
で
は
町
の
発
展

は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ

で
国
や
県
が
「
産
業
力
・

観
光
力
の
増
強
」
を
揚
げ

ら
れ
予
算
を
重
点
配
分
す

る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

町
が
発
展
し
て
い
く
為
に

は
町
だ
け
で
は
難
し
い
の

で
国
や
県
の
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
計
画
が
必

要
。
そ
こ
で
町
の
財
源
確

保
が
出
来
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

答　
町
長

　

第
４
次
総
合
計
画
・
第

５
次
の
行
革
大
網
と
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
活
性
化
を

図
り
な
が
ら
財
源
確
保
を

し
て
い
く
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

　

一
方
で
は
、
地
域
が
元

気
に
な
る
よ
う
に
活
性
化

対
策
地
元
の
企
業
を
含
め

て
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う

に
町
が
し
っ
か
り
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
体
制
を

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
。

質　今後の町の財源確保の取り組みについて

　答　総合的な取り組みをしていく

質
　

昨
年
の
県
内
観
光
客
数

は
4.4
％
増
の
２
８
２
０
万

７
０
７
４
人
で
し
た
。
そ

の
中
で
も
平
生
町
は
県
内

で
最
下
位
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
町
の

今
年
度
は
、
ひ
ら
お
産
業

ま
つ
り
・
自
転
車
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト
の
計

画
が
あ
り
、
観
光
客
数
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
長
期
的
に
観

光
客
数
を
増
や
し
て
最
下

位
か
ら
抜
け
ら
れ
る
計
画

が
必
要
。
そ
う
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
町
長
の
意

見
を
問
う
。

答　
町
長

　

町
と
観
光
協
会
を
含
め

て
事
業
部
会
を
中
心
に
事

業
計
画
を
立
て
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
当
面

は
観
光
客
数
を
倍
増
し
て

い
け
る
よ
う
に
進
め
、
中

長
期
的
な
視
点
か
ら
は
観

光
戦
略
・
振
興
プ
ラ
ン
を

検
討
し
又
準
備
も
、
こ
れ

か
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

観
光
客
の
入
り
に
つ
い
て

の
調
査
を
し
て
デ
ー
タ
を

正
確
性
を
期
し
な
が
ら
着

実
に
増
や
し
て
い
く
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

質　観光客に向けての取組みについて

　答　観光戦略・振興プランを検討する

平生町内のメガソーラー

いっぱん質問
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質
　

参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
が
出
来
、
実
行

す
る
た
め
の
指
針
づ
く
り

が
す
す
ん
で
い
る
が
、
条

例
づ
く
り
か
ら
二
年
近
く

に
な
る
。
指
針
は
何
時
ま

で
に
つ
く
り
、
そ
の
実
行

は
何
時
に
な
る
の
か
。

　

参
加
と
協
働
の
理
念
は

今
日
の
行
政
を
す
す
め
る

中
で
も
生
か
す
べ
き
と
思

う
が
、
理
念
が
ど
れ
だ
け

実
行
さ
れ
て
い
る
か
疑
問

に
思
う
事
が
多
い
。

　

組
織
の
あ
り
方
を
含
め

て
早
期
に
方
針
を
決
め
て

実
行
さ
れ
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
町
長

　

参
加
と
協
働
推
進
プ
ラ

ン
は
地
域
の
自
主
組
織
に

対
す
る
支
援
、
又
社
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
含
め

て
貢
献
活
動
頂
く
方
々
の

環
境
づ
く
り
こ
う
し
た
町

づ
く
り
の
指
針
を
示
し
９

月
を
め
ど
に
検
討
委
員
会

で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

地
域
で
取
り
組
む
協
働

事
業
に
向
け
て
の
推
進
体

制
を
一
方
で
は
整
備
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

質
　

学
力
の
二
極
化
が
す
す

み
、
学
力
テ
ス
ト
の
正
答

率
に
二
峰
分
布
の
傾
向
が

あ
る
よ
う
だ
。
小
学
校
低

学
年
の
取
り
組
み
が
重
要

だ
と
思
う
。
特
に
学
校
と

家
庭
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

中
学
校
の
自
転
車
通
学

は
左
側
通
行
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
実
行
さ
れ
て
い
る

が
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
と

思
う
。

　

横
断
歩
道
の
整
備
、
整

備
さ
れ
た
歩
道
の
活
用
、

朝
の
通
勤
時
間
帯
の
車
両

規
制
な
ど
取
り
組
む
べ
き

課
題
が
多
く
あ
る
。

答　
教
育
長

 　

平
生
小
学
校
に
お
い
て

今
年
度
は
家
庭
訪
問
を
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た

の
で
、
参
観
日
、
学
級
懇

談
、
個
人
懇
談
を
５
月
に

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

参
加
率
は
、
１
割
を
切
る

と
い
う
状
況
で
し
た
。
家

庭
と
学
校
の
連
携
の
関
心

が
薄
い
よ
う
な
の
で
今
年

度
色
々
検
証
し
次
年
度
に

備
え
て
い
き
た
い
。

　

通
学
路
に
つ
い
て
は
現

状
で
横
断
歩
道
だ
け
作
れ

ば
よ
い
と
い
う
問
題
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
歩

行
者
に
と
っ
て
安
全
か
ど

う
か
と
い
う
点
で
、
安
全

対
策
を
十
分
考
え
た
上
で

対
応
し
て
い
く
。

質　「参加と協働」のまちづくり取り組みは何時からか

　答　９月を目途に進めている

質　学力の向上、通学路の安全対策

　答　検討し次年度に備える

平岡正一　議員

いっぱん質問

協働のまちづくり講演会

朝の登校時の安全みまもり隊
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6 月 15日に倒壊し一時車通行不可

久保俊一　議員

質
　

今
日
本
は
『
強
い
日

本
・
経
済
再
生
・
誇
れ

る
国
』
を
安
倍
首
相
は
掲

げ
、
山
本
県
知
事
も
『
輝

く
夢
あ
ふ
れ
る
山
口
県
の

実
現
』
に
取
り
組
ま
れ
、

平
生
町
長
に
於
か
れ
て
は

『
人
と
ま
ち
き
ず
な
で
つ

な
ぐ
元
気
な
平
生
』
を
目

指
さ
れ
て
３
年
目
に
な
る

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
計
画
・
予
定
を
問

う
。

　

平
成
32
年
度
計
画
終
了

後
に
は
、
５
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
て
い
る
が
す
べ

て
実
現
で
き
る
か
問
う
。

答　
町
長

　

基
本
構
想
10
年
間
を

設
定
し
、
こ
れ
を
具
現
化

す
る
た
め
に
、
３
年
間
の

実
施
計
画
を
組
ん
で
、
毎

年
事
業
の
評
価
を
実
施

し
、
予
算
編
成
に
反
映
さ

せ
て
事
務
事
業
評
価
制
度

を
活
用
し
、
目
標
に
向
け

て
、
着
実
に
取
り
組
む
こ

と
が
、
住
み
よ
さ
が
実
感

で
き
る
ま
ち
に
つ
な
が
る
。

　

５
つ
の
目
標
は
、
10
年

間
に
達
成
す
る
大
き
な
目

標
で
、
着
実
に
実
践
す
る

こ
と
が
、
課
せ
ら
れ
た
課

題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

質　平成 32年元気な平生の実現は？

　答　基本構想・目標を着実に取り組む！

質
　

日
常
生
活
に
身
近
な
道

路
が
、
廃
屋
に
よ
り
通
行

等
が
、
年
々
と
危
険
度
が

進
行
し
て
き
て
、
誰
も
が

安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
実
感
は
な
く
、
何
か

安
心
で
き
る
廃
屋
対
策
は

な
い
の
か
問
う
。

　

地
域
に
密
着
し
た
商
業

の
活
性
化
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
企
業

誘
致
に
取
り
組
む
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
町
内
の
工

場
・
店
舗
等
の
閉
鎖
が
続

い
て
い
る
が
、
ま
っ
た
な

し
で
取
り
組
ん
で
行
く
状

況
で
は
な
い
の
か
問
う
。

答　
町
長

　

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
で
指
導
し
・
要
請
し
・

勧
告
行
為
ま
で
対
応
し
た

が
、
強
制
措
置
が
取
れ
な

い
。
町
と
し
て
、
県
・
国

へ
町
長
会
等
を
通
じ
て
正

式
に
要
望
も
し
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
現
状
は

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
地
元
企
業
・
商

工
業
に
対
す
る
振
興
で
対

応
を
取
っ
て
い
る
が
、
限

界
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
最
大

限
努
力
す
る
。
町
内
主
要

企
業
等
の
訪
問
活
動
を
年

２
回
実
施
し
て
い
る
。

質　快適で住みよい活気に満ちたまち？

　答　国・県等へ要望。最大限の努力！

人とまち「きずな」でつなぐ元気な平生

いっぱん質問
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質
　

人
口
減
少
時
代
に
入
り

財
政
も
厳
し
い
中
、
住
み

良
い
町
に
す
る
に
は
住
民

の
協
力
が
不
可
欠
だ
。

　

町
民
み
ん
な
で
行
動
す

る
日
が
あ
れ
ば
連
帯
感
や

帰
属
意
識
が
生
ま
れ
る
。

　

町
民
や
関
係
者
に
対
し

て
町
へ
の
理
解
と
関
心
を

深
め
愛
着
と
誇
り
を
育
て

る
取
り
組
み
が
欲
し
い
。

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に

「
平
生
町
の
日
」
を
制
定

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
町
長

　

町
民
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
で
参
加
、
協
働
の
意

識
を
高
め
て
い
く
有
意
義

な
提
案
で
あ
る
。

　

現
在
進
行
し
て
い
る
協

働
推
進
に
む
け
て
の
プ
ラ

ン
策
定
の
中
で
協
議
し
て

い
く
。

質
　

町
営
住
宅
１
９
４
戸
の

う
ち
昭
和
37
年
か
ら
同
50

年
ま
で
の
建
設
分
が
７
ヵ

所
に
１
２
０
戸
あ
る
。
老

朽
化
し
た
住
宅
の
再
編
整

備
と
今
年
度
計
画
に
あ
る

長
寿
命
化
計
画
の
内
容
を

質
問
す
る
。

　

ま
た
、
建
て
替
え
の
場

合
若
者
や
高
齢
者
、
Ｉ
Ｊ

Ｕ
タ
ー
ン
者
へ
の
対
応
は

考
え
て
い
る
か
。

　

他
人
と
共
同
で
住
む

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
整
備

な
ど
の
助
成
事
業
は
ど
う

か
。

答　
町
長

 　

老
朽
化
が
進
ん
だ
も
の

で
空
き
家
に
な
っ
た
も
の

は
用
途
廃
止
し
て
い
く
。

　

修
繕
が
必
要
な
も
の
は

長
寿
命
化
計
画
に
よ
り
適

切
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答　
建
設
課
長

　

若
者
や
高
齢
者
へ
の
対

応
は
住
民
の
意
識
調
査
や

民
間
事
業
所
の
動
向
を
考

慮
し
な
が
ら
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

　

公
営
住
宅
を
多
世
代
型

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が

今
後
研
究
し
て
い
く
。

質　「平生町の日」の制定を

　答　プランの策定の中で協議

質　住宅環境の整備

　答　長寿命化計画で対応

細田留美子　議員

いっぱん質問

きらら博での平生町の日イベント

ホームタウン平生R-1
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松本武士　議員

防災資材備蓄場所

質
　

本
年
度
を
も
っ
て
閉
鎖

さ
れ
る
予
定
の
田
名
臨
海

実
験
実
習
場
に
つ
い
て
、

以
下
の
３
点
を
質
問
す

る
。

①
町
長
の
思
い

② 

前
政
権
に
よ
る
事
業
仕

分
け
に
よ
っ
て
閉
鎖
が

決
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、

決
定
後
、
町
長
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
の

か
、
ま
た
、
政
権
交
代

後
、
決
定
に
変
わ
り
は

な
い
の
か
。

③ 
平
生
町
に
払
い
下
げ
と

い
う
話
し
が
あ
っ
た
場

合
有
効
活
用
の
考
え
は

あ
る
か
。

答　
町
長

① 

極
め
て
残
念
に
思
っ
て

い
る
。

② 

平
成
22
年
と
24
年
７
月

そ
れ
ぞ
れ
事
業
仕
分
け

に
よ
っ
て
閣
議
決
定
さ

れ
た
。
存
続
に
向
け
て
、

農
林
水
産
大
臣
に
対
す

る
要
望
、
当
時
の
政
権

政
党
、
関
係
す
る
政
党

を
含
め
て
強
い
要
望
を

出
し
た
。

③ 

農
林
水
産
省
は
、
平
成

22
年
２
月
廃
止
の
決
定

を
し
た
。
土
地
・
建
物

は
財
務
省
に
所
轄
が
え

し
、
処
理
さ
れ
る
。
施

設
は
廃
止
さ
れ
る
方
向

で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

平
生
町
へ
払
い
下
げ
の

話
は
な
い
。

質　（独）水産大学校田名臨海実験実習場について

　答　存続の要望は出したが廃止される予定である

質① 

内
閣
府
が
発
表
し
た

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
対
策
最
終
報
告
」
で

は
、
家
庭
用
備
蓄
を
３

日
分
か
ら
１
週
間
分
に

増
や
す
よ
う
に
求
め

た
。
平
生
町
の
備
蓄
状

況
は
ど
う
か
。

② 

平
生
町
の
備
蓄
状
況
が

情
報
公
開
さ
れ
て
い
な

い
。
行
政
協
力
員
会
議

の
際
、
配
信
し
て
は
ど

う
か
。

③ 

平
生
町
の
防
災
備
蓄
を

増
や
す
予
定
は
あ
る
の

か
。

④ 

住
民
の
方
に
備
蓄
状
況

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
、

備
蓄
状
況
を
把
握
し
て

は
ど
う
か
。

答　
町
長

① 

平
成
７
年
、
11
年
度
地

域
防
災
計
画
を
見
直
し
、

改
定
を
行
っ
た
が
、
決

し
て
十
分
な
体
制
で
あ

る
と
は
認
識
し
て
い
な

い
。

② 

積
極
的
な
情
報
提
供
を

心
が
け
て
い
き
た
い
。

③ 

再
度
、
点
検
し
な
が
ら

体
制
強
化
を
含
め
て
、

地
域
の
防
災
備
蓄
品
の

整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

答　
総
務
課
長

④ 

防
災
訓
練
、
出
前
講
座

等
の
機
会
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質　防災備蓄について

　答　体制強化・情報公開を進めていきたい

田名臨海実験実習場

いっぱん質問

平成 9年度整備
平生小学校
佐賀小学校
平生中学校
中央公民館
大野コミュニティセンター
尾国コミュニティセンター

平成 10年度整備
曽根公民館
佐賀公民館
宇佐木コミュニティセンター
竪ヶ浜コミュニティセンター
田名児童館
佐合島コミュニティセンター

防災セット内容
品目 仕様 数量

アルミ製救急箱 W335/D195/H220mm 1
外用救急セット 包帯・カットバン等 1
災害救助用毛布 10
防水シート 3.6m× 5.4m 10
コードリール 15A.30m（GT30） 1
非常用食品 カンパン 1.8l 缶 64 食 2
ラジオ付きランタン 1
懐中電灯 5
アルカリ乾電池 単 1 20
ポリタンク（飲料水袋 100 枚） 20 Ｌ（10㍑） 5
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質　町の財源確保について

　答　国・県等に申し上げていきたい

中川　裕之　議員

投 稿 コ ー ナ ー

自
生
の
ふ
き
に　

幸
せ
味
わ
う

平
生
町
大
野
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

岩
見
喜
代
子

　

最
近
は
ハ
ウ
ス
栽
培
が
盛

ん
に
な
っ
て
季
節
の
野
菜
が

分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か

し
わ
が
家
の
竹
や
ぶ
に
は
ふ

き
が
一
面
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

幸
せ
を
も
た
ら
す
緑
の

ジ
ュ
ー
タ
ン
で
今
が
最
盛
期

だ
。

　

一
寸
酢
を
落
と
し
た
熱
湯

で
さ
っ
と
湯
で
、
信
田
巻
や

牛
肉
を
芯
に
巻
き
甘
か
ら
く

佃
煮
風
に
煮
付
け
る
と
味
も

香
り
も
新
鮮
で
お
い
し
い
。

　

旬
の
も
の
を
お
い
し
く
頂

け
る
事
の
幸
せ
を
今
し
み
じ

み
と
味
わ
っ
て
い
る
。

いっぱん質問

質
　

本
町
に
お
け
る
普
通
財

産
、
行
政
財
産
、
あ
ら
ゆ

る
建
造
物
、
構
築
物
、
遊

休
土
地
等
々
、
そ
の
他
す

べ
て
の
町
有
財
産
（
一
部

県
有
財
産
も
含
む
）
の
有

効
利
用
、
活
用
を
し
て
、

財
源
の
創
出
、
確
保
に
と

り
く
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

法
令
、
条
例
、
規
則
等

の
ハ
ー
ド
ル
も
あ
る
が
そ

れ
ら
の
改
正
に
踏
み
込
む

事
も
含
め
、
地
域
住
民
の

み
な
さ
ま
の
し
あ
わ
せ
の

た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ

る
お
考
え
は
な
い
か
。
た

と
え
ば
、
丸
山
海
浜
パ
ー

ク
か
ら
名
切
海
岸
の
防
潮

堤
を
有
料
広
告
、
壁
面

ア
ー
ト
と
し
て
活
用
し
、

財
源
を
得
て
は
ど
う
か
。

答　
町
長

　

行
政
財
産
の
貸
し
付
け

が
可
能
な
場
合
は
、「
庁

舎
そ
の
他
の
建
物
及
び
附

帯
施
設
並
び
に
こ
れ
ら
の

敷
地
に
つ
い
て
、
そ
の
床

面
積
又
は
敷
地
に
余
裕
が

あ
る
場
合
、
そ
の
使
用
を

許
可
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
こ
と
で
４
つ

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　

丸
山
海
浜
パ
ー
ク
か
ら

名
切
海
岸
は
、
県
の
財
産

で
あ
り
、
貸
し
付
け
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
行
政

財
産
に
該
当
し
な
い
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
国
・
県

等
に
提
起
が
あ
っ
た
こ
と

を
申
し
上
げ
て
い
き
た
い
。

丸山海浜パーク付近の高くなった防潮堤
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（
H
25
・
３
／
７
〜

　
　
　

H
25
・
６
／
７
）

編
集
後
記

議
会
の

議
会
の

　　

    

動
き
動
き

25
年

３
月
７
日　

第
１
回
定
例
会　

〜
18
日　
　
　

３
月
７
日　

議
会
広
報
広
聴
調

　
　
　
　

査
特
別
委
員
会

３
月
18
日　

 

議
会
運
営
委
員
会

　
　

〃　
　

議
会
全
員
協
議
会

３
月
26
日　

議
会
広
報
広
聴
調

　
　
　
　

査
特
別
委
員
会

３
月
29
日　

第
２
回
臨
時
会

４
月
９
日　

議
会
広
報
広
聴
調

　
　
　
　

査
特
別
委
員
会

４
月
16
日　

 

議
会
広
報
広
聴
調

査
特
別
委
員
会

５
月
27
日　

 

産
業
文
教
常
任
委

員
会

５
月
30
日　

総
務
厚
生
常
任
委

　
　
　
　

員
会

６
月
３
日　

第
３
回
臨
時
会

　
　

〃　
　

 

議
会
全
員
協
議
会

６
月
５
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
月
７
日　

議
会
全
員
協
議
会

原
稿
募
集

議
会
の
こ
と
、
我
が
町
自
慢
、

　

つ
れ
づ
れ
に
思
う
こ
と
何
で
も
結
構
で
す
。

　

・
字　

数　

４
０
０
字
以
内

　

・
提
出
先　

平
生
町
役
場
議
会
事
務
局　

議
会
広
報
担
当
者

　
紙
面
の
都
合
で
一
部
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。
掲
載
文
に
は
薄
謝
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

　

前
回
に
引
き
つ
づ
き
、
当
選
回
数
の
若
い
私
達
６
人
が
今
回
か
ら
の
「
議
会
だ

よ
り
」
を
担
当
し
ま
す
。
気
軽
に
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広

報
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
。
投
稿
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

平
生
町
議
会
、
今
年
も

ク
ー
ル
ビ
ズ
で
６
月
定
例

会
を
迎
え
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
今
月
よ
り
議
会

構
成
も
再
編
さ
れ
各
委
員

会
も
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
幸
い
議
会
広
報

広
聴
特
別
委
員
会
は
引
き

つ
づ
き
当
選
回
数
の
若
い

同
じ
メ
ン
バ
ー
の
議
員
で

構
成
さ
れ
て
２
年
間
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
な

さ
ま
に
愛
さ
れ
る
斬
新
な

議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
に
委
員
会
全

員
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

６
月
議
会
は
一
般
質
問

も
近
年
最
多
の
８
名
の
議

員
が
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
採
用
さ
れ
た
新
人

職
員
も
議
会
を
傍
聴
し
て

研
修
し
ま
し
た
。
白
熱
し

た
定
例
会
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

５
月
の
末
に
は
内
閣
府

よ
り
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
関
す
る
ま
と
め
の
最

終
報
告
も
発
表
さ
れ
、
海

岸
を
多
く
有
す
る
本
町
と

し
て
は
防
災
対
策
を
中
心

に
あ
ら
ゆ
る
安
全
・
安
心

の
町
づ
く
り
に
広
報
委
員

会
は
も
と
よ
り
、
各
委
員

会
全
員
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
指

導
と
叱
責
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

中
川
裕
之

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議会広報広聴調査特別委員会議会広報広聴調査特別委員会

松
本　

武
士

久
保　

俊
一

委
員
長

　

中
川　

裕
之

村
中　

仁
司

　

河
藤　

泰
明

副
委
員
長

　

岩
本
ひ
ろ
子

私
た
ち
が
今
後
２
年
間

私
た
ち
が
今
後
２
年
間

　

議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す

　

議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す


